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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本研究はサツマイモの塊根形成と強く関係したアントシアニン色素の合成を制御する遺伝子の解明をめざ
して行われた。この実験のために開発したサツマイモの単葉の葉身と葉柄および葉柄から発生する根系を利
用した実験形を用いた。
（1）アントシアニンの形成に関与するフラボノイドの合成系の遺伝子（CHS，CHI，F3H，DFR，ANSおよ
び UF3GT）の変動を，白色のイモを形成するベニアズマとムラサキイモで比較した。色素の含量は塊根
の形成の初期（栽培開始後 10－ 30日）で高く，その時期にこれらの遺伝子の発現も高く，その後低下し
た。また，ムラサキイモの方が色素含量および遺伝子の発現程度とも高かった。これらの遺伝子とアント
シアン着色とが強い関係を持っていることがわかった。
（2）サツマイモの塊根形成を制御していると想定される MADS-box遺伝子を単離した。その中で
IbMADS10と名付けた遺伝子が最も塊根形成と密接に関連して変動することから，このクローンに注目
して研究を行った。この遺伝子は SQUAサブファミリーに属するキンギョソウの DEFH28（64％）およ
びカバノキ科植物の Betula pendulaの BpMADS4（61％）と高い相同性があった。サザン分析からサツマ
イモゲノム中のこの遺伝子のコピー数は 1ないし数コピーであることがわかった。この遺伝子は着色して
いる組織すなわち蕾，着色している根，で特異的に発現していた。このことからこの遺伝子がサツマイモ
のアントシアニン合成系に強く関連していると考えられる。ノザン解析から，アントシアニン合成系の遺
伝子群（CHS，CHI，F3H，DFR，ANSおよび UF3TG）の発現と，IbMADS10遺伝子が強く発現してい
る時期・組織が一致していた。
（3）IbMADS10をサツマイモカルスに導入したところ，（対照では白色）アントシアニンの着色が見られた。
　これらの結果は IbMADS10遺伝子がサツマイモにおいて，アントシアニンの着色を制御している遺伝子
であると結論した。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　サツマイモの塊根の分化に密接に関係したアントシアニン合成系を上流部分で制御する遺伝子を解明した
研究で，その学問的な価値は高い。この遺伝子は，遺伝子制御の詳細なメカニズムを研究する上で貴重な研
究であるだけでなく，健康食品として注目されている着色サツマイモ（紫イモ）などの開発になどにも直接
的に利用でき，その科学的な新規性および農業利用の面で有用性が極めて高く，審査員が一致してその価値
を認めた。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
